
島嶼共生系学際研究環 

国際ワークショップのお知らせ 

このたび、島嶼共生系学際研究環では「島」をモデルとし、人と自然の共生のあり方に

ついて研究する新たな学際研究領域を創るための国際的なネットワークを構築することを

めざし 、国際ワークショップを開催いたします。昨年度に行なわれたワークショップ(第

1回：伊豆大島、第2回：首都大学東京)の形式を引き継ぎながら、海外からゲストを招

いてさらに広く、深く議論したいと考えています。ワークショップ終了後は会食をかねた

懇親会を予定しています。どちらも奮ってご参加ください。 

 

以下、ワークショップの詳細です。 

本ワークショップの詳細 および 過去の活動実績は、島嶼共生系学際研究環のＨP 

( http://www.comp.tmu.ac.jp/island/)でもご覧いただけます。 

 

 

【日時】  2011 年 2 月 19 日(土) 10:00~18:00 
【場所】  首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス 

(ダイビル 12F) 

           http://www.akibahall.jp/data/access.html 

【交通】  ＪＲ秋葉原駅  電気街口でてすぐ 

【懇親会】18：30~ Rose and Crown 秋葉原店 
http://r.gnavi.co.jp/g851531/ 

 

 
昼休みの時間に戦後小笠原がアメリカ海軍に統治されていた時代の欧米系島民に関するド

キュメンタリー映画を上映する予定です。 

 

ご不明な点等ございましたら、下記のアドレスまで連絡ください。 

首都大学東京 可知直毅（kachi-naoki@tmu.ac.jp） 



【プログラム】 

10:00-10:10 

可知直毅（首都大・島嶼共生系学際研究環、日本） 

「国際ワークショップ開催にあたり」 

10:10-11:00 

Shawn Lum (National Institute of Education、シンガポール) 

「The international forest research network, CTFS: a member's perspective」 

11:00-11:50 

Chih-Huei Huang（台湾中央研究院民族学研究所、台湾） 

「与那国島を取り巻く島々の文化的つながりについて」 

11:50-13:20   昼休み  映画上映 

「小笠原のネイビージェネレーション」Charles Fox/室谷雅彦 

13:20-14:10 

Olkeriil Kazuo(オセアニアテレビRoll'em Productions、パラオ） 

「Education meets Entertainment in the Islands Roll’em productions」 

14:10-15:00 

Roland Bourdeix (Cirad Cefe/Cnrs Bioversity Hrf、フランス) 

「POLYMOTU: a new concept of island-based germplasm banks based on an old 

Polynesian practice」 

15:00-15:30   休憩 

15:30-16:20 

大前純一(NPOエコプラス、日本) 

「豊かさとは何かー石貨の島ヤップでの20年にわたる教育プログラム」 

16:20-17:10 

松田裕之  (横国大・院・環境情報研究院、日本) 

「自然の持続的利用と保全をどう両立させるか？：ユネスコMAB計画がめざすもの」 

17:10-17:50   総合討論 

17:50-18:00   挨拶 


